



― 近畿地方と中部地方の郷土史教科書 ― 
                            




























































1886（明治 19）年 4月の「小学校令」公布と 5月の「小学校ノ学科及其程度」は、
明治期の歴史教育史の次の段階を準備するものであった。「小学校令」は小学校を尋常





























1 「小学校教則綱領」文部省達第 12号、1881年 5月 4日（『明治以降教育制度発達史』第 2巻 教育
史編纂会 教育資料調査会 1964年重版 254～255頁）。引用に際しては適宜に句読点や振り仮名を
付し、闕字や平出は略した。以下、同じ。 
2 「小学校ノ学科及其程度」文部省令第 8号、1886年 5月 25日（『明治以降教育制度発達史』第 3巻 
































































5 「小学校令」勅令第 215号、1886年 10月 7日（前掲『明治以降教育制度発達史』第 3巻 56頁）。 

























明治期の最後の小学校令（第 4次小学校令）は、1903（明治 36）年 4月に公布され













11 「小学校令施行規則」文部省令第 14号、1900年 8月 21日（『明治以降教育制度発達史』第 4巻 教
































13 中川浩一『近代地理教育の源流』古今書院 1978年。 
14 仲新『近代教科書の成立』大日本雄弁会講談社 1949年 復刻版日本図書センター 1981年。 
15 木全清博「滋賀県の教科書のうつりかわり―明治前期の地方版教科書を中心に―」滋賀大学附属図
書館『図書館だより 第 20回記念教科書展特集号』2005年。 
16 目野由希「明治『史談』、その読者」国際日本文化研究センター『日本研究』第 37巻 2008年 321
頁。 


















で、堺を除く和泉の泉北・泉南郡の歴史･地理の学習帖 1冊がある。うち 7冊は 1893
















郡の 4郡が発行している。刊行年は 1896（明治 29）年が 3冊、1898（明
治 31）年が 2冊で、『京都府郷土誌』は 1902（明治 35）年であった。京都府の場合は、
歴史と地理とを結びつけた郷土誌の型が多いのが特色である。 





































 表 1 近畿地方の郷土史教科書 
   A：生徒用、B：教師用（教授参考用）、C：学習帖他 










郡郷土歴史』 交野･江田重雄  枚方･井上庄次郎 15 丁 





史談』 川俣保（柳仙）編 堺･今井書房 20丁 1893（明治 26）年  A 
    ＊1編和泉国､2編堺市､3編大鳥郡泉郡､4編泉南郡日根郡､5編和泉国沿 
 革 
３ 『堺史談』 河盛彦三郎 今井書房 17丁 1894（明治 27）年  A 
４ 『大阪府郷土史談』 萩井重次編 吉岡平助･岸本悦七･石井鉤三郎･松村九兵
衛 38丁 1894（明治 27）年 A  
５ 『大阪府史談』 鈴木直三郎･橋本光秋 教育書坊 43丁 1894（明治 27） 
  年 A  
６ 『小学校用大阪府史談』生徒用 福島郁太郎 教育書房 1894（明治 27）年 
  A （東書）  
７ 『南河史談』 三善為造編 堺･今井書房 20丁 1895（明治 28）年 A  
８ 『堺市外二郡用郷土誌帖』 地理歴史研究会編 今井書房 13 頁 1908（明




１ 『天田郡記略』 山口加米之助 京都･笹田栄寿堂 26丁＋附図 1896（明治
29）年 A  
＊福知山町周辺―丹波国西北の郷土地理と歴史 
２ 『京都誌要』 山本顕造編 清水正文堂 33丁 1896（明治 29）年 A 
    ＊高等小学第 1学年郷土地理と郷土史。尋常小学校補習科と高等女学校･
私立学校も可と付記。 
３ 『宇治郡郷土地理史談並管内地理』 河合卯之助 同左 22 丁＋統計地図   
1丁 1897（明治 30）年 A 
４ 『京都府葛野郡郷土地理及史談』 葛野郡西院高等小学校編 京都･郁文堂書
店 18頁 1898（明治 31）年 A 
５ 『郷土の地理歴史竝管内地理』 伏見･広瀬清七 同左 22 頁 1898（明治
8 
31）年 A  
    ＊京都市内の伏見区から叙述し始めて、京都市内の各区に至る郷土史。 
６ 『京都郷土誌』 京都府尋常高等小学校長会編 京都 3書房 18丁 1902（明




７ 『竹野郡郷土誌』 柴田勝治編 網野活版所 19頁 1903（明治 36）年  A 
 
＜兵庫県＞ 
１ 『兵庫県郷土史談』 炬口又郎編 教育書房（吉岡平助支店） 30 丁 1894
（明治 27）年 A 
  ＊摂津･丹波･但馬･播磨･淡路の各郷土史  
２ 『小学校用兵庫県史談』甲巻 神戸･中根雅之助･小野辰太郎 船井弘文堂 25
丁 1895（明治 28）年 A  
＊高等第 1学年前期用。摂津史→播磨史→淡路史→丹波史。 
３ 『兵庫県地理歴史教授資料』 兵庫県尋常師範学校附属小学校編 184 頁 
1895（明治 28）年 B                                                             
４ 『兵庫史談１』摂津 浅羽粛也編 船井弘文堂 74頁 1896（明治 29）年 A 
５ 『兵庫史談 2』播磨  同上    同上   76頁 1896（明治 29）年 A 
６ 『兵庫史談 3』但馬   同上    同上   76頁 1896（明治 29）年 A 
７ 『兵庫史談 4』淡路  同上    同上    74頁  1896（明治 29）年 A 
   （＊４～７ 高等科第 1学年前期用、日下部三之助閲） 
８ 『郷土歴史地理』 喜多川又十郎 同左 18頁 1897（明治 30）年 A 
    ＊多気郡、篠山町 
９ 『揖保
い ぼ
郡小地理歴史』 西川順太郎･杉野精造 高尾浅治 35頁 1898（明治
31）年 B  
10 『郷土地理史談』 片山周治郎 明石･福井宗吾他 11 丁 1902（明治 35）
年 A 
    ＊明石町周辺の歴史･地理 





























頁 1894（明治 27）年 B 
    ＊第 1郷土教授ノ事、第 2愛郷心ノ事、第 3近江教育ノ事、第 4近江朝
ノ事、第 5近江聖人ノ事、第 6近江商人ノ事、第 7近江八景ノ事、第 8
江州米ノ事 
３ 『近江史談』 宗宮信行 島林専二郎 19丁 1900 (明治 33)年 A 
 
＜和歌山県＞ 
１ 『和歌山県管内地理歴史』五𡧃堂 平井書屋 41丁＋附録 6丁 1895 (明治
28)年 A  
２ 『和歌山県管内地誌史談摘要』和歌山高等小学校 三宅文昌堂 6 丁 1905
（明治 38）年 A 
 
＜奈良県＞ 
１ 『大和史談』 杉浦要太郎･水木要太郎 奈良･阪田一郎 1895（明治 28）年  
  A （東書） 




１ 『三重県史談』 村上政太郎編 津･崇文堂 43丁 1893（明治 26）年  A  
    ＊小学校教則大綱による郷土史の説明、尋常科高等科いずれでも可 
２ 『三重県史談』  同上  教育書館 19丁 1894（明治 27）年  A 
10 
    ＊明治26年本の訂正再版、児童に読みやすくするため大幅に頁数を削減。 
３ 『津史談教案』 多田石之助編 松田紳三郎 ４丁 1894（明治 27）年  B 
４ 『津史談教案･三重県地誌教案』 松田紳三郎編 同左 25 丁 1895（明治
28）年 B 
    ＊津史談 7丁+三重県地誌 8～25丁 
５ 『郷土地誌及史談』 浦和彦七 藤田万之助 44丁 1896（明治 29）年 A 
    ＊上編―多紀郡地誌 5丁、下編―多紀郡史談 6～44丁 
６ 『三重県地誌教按･三重県郷土誌』松田紳三郎編 同左 15丁 1897（明治 30）
年 B 
７ 『郷土誌･三重県郷土地誌教案』 関西図書  同左 27 丁 1899（明治 32）



















































































 片野東四郎･高須広治･三浦源助 41丁 1893（明
治 26）年 A 
２ 『名古屋史談』 庵原
い は ら
小金吾 名古屋･東壁堂 56頁 1893（明治 26）年 A 
３ 『愛知郡史談』 田部井鉚太郎 東壁堂 39頁 1893（明治 26）年 A 
４ 『海東郡史談』 後藤三郎 海東郡教育会蔵版 24丁 1893（明治 26）年 A 
５ 『西加茂郡史談』 川崎為美 文星堂 19丁 1894（明治 27）年 A 
６ 『碧海郡地理歴史』 高須多吉 刈谷･文輝堂 28丁 1894（明治 27）年 A 
７ 『宝飯郡地理歴史』 高須広治 豊川堂 31丁 1895（明 28）年 4月 A 
８ 『東加茂郡地理歴史』 東加茂郡小学校教員組合会 万林書籍店 10丁 1897（明
治 30）年 A  
９ 『愛知県地理歴史』 若山文二郎 大成堂 26頁 1899（明治 32）年 B 
10 『愛知県誌』 伊藤 彊 鈴木書店 62頁 1901（明治 34）年 A 
11 『愛知県葉栗郡地理歴史』 葉栗郡教育会 牧野雄次郎 11丁＋附録 1901（明
治 34）年 A 
12 『愛知県誌』 鈴木安雄 鈴木製本所 11頁 1903（明治 36）年 A 
13 『南設楽郡地理歴史』 南設楽郡役所 同左 26丁 1904（明治 37）年 B 
14 『愛知県幡豆郡誌』 田部井勝蔵 石川正作 53頁 1904（明治 37）年 A 
 
（デジタルライブラリーに無い教科書） 
15 『小学愛知県地理歴史』 澤邊慶作 川瀬書店 16丁 1894（明治 27）年再版 
初版 1893（明治 26）年 A ①  ② 
16 『愛知県地理歴史』 黒田定衛 文学社 1894（明治 27）年 A ① ② 
17 『愛知県史談』 田部井鉚太郎 東壁堂他 41丁 1894（明治 27）年訂正再版   初
版 1893（明治 26）年 A ① ② 
18 『郷土史』 豊橋町立高等小学校 豊川堂 15 丁 1897（明治 30）年 A    
13 
① ② 
19 『知多郡地理歴史』 知多郡連合教育会編 同盟書林 1899（明治 32）年 A 
③ 
（出典：①白井一二「明治年間の愛知県地誌教科書」『愛知教育』第 575号 1935




１ 『岐阜県史談』 岐阜県教育会編（代表宗宮信行）市橋亀吉他 54頁 1894（明
治 27）年 A  
＊第１美濃、第 2飛騨の「１地理上ノ事蹟、２人物、３生業」 
２ 『飛騨史略』  同上（代表田中育太郎） 名古屋･田中有文 68 頁＋年表 9
頁 1894（明治 27）年 A  
＊田中育太郎は高山高等小学校長 
３ 『岐阜県史談』 同上（代表宗宮信行） 岐阜･三浦源助 30 丁 1895（明治
28）年 A  
４ 『稿本飛騨史談』 田中貢太郎編 平田書店 38頁 1895（明治 28）年 A  
５ 『郷土歴史地理』 土屋千秋 高山活字所 35頁 1899（明治 32）年  A 
    ＊土屋千秋は古川尋常高等小学校長 
６ 『小学校教師用岐阜県地理歴史』 地理歴史研究会編 玉成堂 110 頁 1909
（明治 42）年 B  
７ 『郷土』 高山尋常高等小学校編 住井書店 20頁 1908（明治 41）年 A 
 
＜静岡県＞ 
１ 『豆駿遠風土各誌』 山田永二郎 静山堂 30丁 1877（明治 10）年 B 
２ 『改正静岡県誌』 静岡･平山陣平 大森弘三郎 15丁＋地図 1878（明治 11）
年 A 
３ 『遠江郡誌略』 鈴木与三郎･杉浦公正 星施堂 19丁 1882（明治 15）年 
 B 
４ 『静岡県郷土史談』 法月鋭児 修誠堂 68頁 1894（明治 27）年 A  
＊高等小学校歴史初歩用、学校近傍の史談より始める、第 1～68 章 第 1
章歴史、第 2章父母･祖父母の時代の大略（中略）、第 68章明治維新後の
静岡 
５ 『静岡県史談』生徒用 宮井安吉･市川啓三郎 東京･普及舎 1894（明治 27）
14 
年 A （東書） 
６ 『静岡地史』 静岡高等小学校（代表綾部開） 静岡三書房（広瀬市蔵･吉見義
次･勝見儀助） 17丁 1899（明治 32）年 A  
＊高等小学校生徒半学年用 
７ 『郷土地理歴史談』 柴田松太郎編 押尾繁造 20丁 1900（明治 33）年 A 
８ 『静岡県地史』 巴高等小学校編 同左 15丁 1901（明治 34）年 A 





（１） 北陸地方の郷土史教科書―石川･富山･福井 3県― 
 次に、北陸 3 県の郷土史教科書を検討してみよう。3 県では、石川県が精力的に郷


























































 表３ 北陸地方の郷土史教科書 
＜石川県＞ 
１ 『江沼郡史』 江沼郡小学校職員協議会 大聖寺･吉本作兵衛 18丁 1892（明
治 25）年 B  
２ 『石川県史談』生徒用 石井盈・杉本文太郎 東京・普及舎 1893（明治 26） 
  年 A （東書） 
３ 『加賀史談』 金沢･北陸教育社 集英堂 19丁 1894（明治 27）年  A 
４ 『能登史談』 金沢･北陸教育社 東京･集英堂 15丁 1894（明治 27）年 A 
５ 『郷土地理史談』 輪島･平野平太郎 同･兵庫すへ 12丁＋統計 1895（明治
28）年 A 
  ＊鳳至郡の地理歴史 
６ 『郷土地理史談』 塩屋尋常高等小学校編 吉本次郎兵衛 12丁 1897（明治
30）年 A  
  ＊江沼郡の地理歴史 
７ 『郷土地理歴史談』 大聖寺･錦城尋常高等小学校 同上 6丁 1897（明治 30）
年 A 
＊江沼郡 
８ 『郷土地理史談』 北浜尋常高等小学校編 同上 9丁 1898（明治 31）年 A  
＊江沼郡 
（8～12 和田文次郎編･13～17 北陸出版協会編 石川県各郡郷土誌 教師用･教授
用） 
９ 『能登誌』初篇 37丁＋統計 3丁  1896（明治 29）年  B 
＊鹿島郡 
10 『金沢誌』 上篇 50頁＋下篇 30頁 1898（明治 31）年  B 
＊金沢市 
11 『江沼誌』加賀誌初篇 上＋中＋下篇 66頁  1899（明治 32）年  B 
16 
＊江沼郡 
12 『能美誌』加賀誌 2篇 上＋中＋下篇 102頁  1900（明治 33）年  B 
＊能美郡 
13 『石川誌』加賀誌 3篇 上＋中＋下篇 147頁+附録 12頁 1902（明治 35）年 B 
＊石川郡 


















誌』       上＋中＋下篇     1911（明治 44）年  B 
＊鳳至郡 
19 『羽咋郡誌』羽咋郡役所 上＋中＋下篇     1909（明治 42）年  B 
＊羽咋郡 




１ 『越中史談』 浅野重敏 富山･中田書店 36丁 1894（明治 27）年 A 
２ 『富山県史談』 大屋愷吱 大橋書店 25丁＋松平家年譜 2丁 1894（明治 27）
年 A 
    ＊2市 5郡の遺跡･旧蹟の因由･人物の紀伝、第 1～29章 
３ 『越中史略』 高岡･篠島久太郎 高岡･学海堂 上篇 48丁＋下篇 51丁 1895 
（明治 28）年 B   
＊上古より王政復興まで通史 
４ 『越中小史』 奥田弥之助 富山･清明堂 1895（明治 28）年 A （東書） 
５ 『富山高岡沿革史』 高桑致芳 中尾亀太郎 72頁 1895（明治 28）年 B 
６ 『越中砺波誌』 和田文次郎 佐伯新聞舗 上＋中＋下篇 132 頁 1899（明
治 32）年 B 
７ 『高岡誌･射水誌･氷見誌』 和田文次郎 佐伯新聞舗 83頁 1900（明治 33）
年 B 
17 
  ＊高岡誌 1～4頁、射水誌 25～58頁、氷見誌 59～83頁 
８ 『富山市史』 1909（明治 42）年 B 
    ＊富山の起源→神保時代→佐々成政時代→前田年長時代→前田利次時代→
（以下 12代の藩主時代）→新川県時代→石川県時代→富山県時代 
９ 『富山県郷土地理歴史』 中田書店編 中田書店 40頁 1910（明治 45）年訂
正再版 初版 1905（明治 38）年 A 
    ＊毎週 3時間、約 5週間で教授。富山市から全県の郡市町村別の沿革史。 
 
＜福井県＞ 
１ 『福井県史談』生徒用 福井･赤木万次郎 普及舎 48頁 1894（明治 27）年 
 A 
２ 『福井県史談』教師用 同上  同上 295頁 189（明治 27）4年 B 
３ 『小学福井県誌』生徒用 高木与五郎 品川太右衛門･松原栄 46丁＋6丁  
1895（明治 28）年 A  
＊前半―郷土地誌、後半―郷土史 
４ 『福井県史談』生徒用 赤木万次郎 品川太右衛門･松原栄 38 頁 1897（明
治 30）年訂正再版 初版 1896（明治 29）年 A 
 
（２）甲信越地方の郷土史―山梨･長野･新潟 3県― 





「第 1甲斐の上代、第 2新羅三郎、第 3第 4武田氏（上･下）、第 5古府の話、第 6甲
府城の話、第 7柳沢氏、第 8甲府城勤番支配附 3部陣屋、第 9節婦孝女、第 10志士名
儒、第 11公学の設立、第 12明治維新、第 13特有物産の沿革」であった、生徒用は「高






























『越佐歴史談』の 2冊が発行されているが、発行元は異なり前者が 34丁で後者が 20














 表４ 甲信越地方の郷土史教科書 
＜山梨県＞ 
１ 『甲斐国史案』 中川亨 甲府･温古堂（内藤伝右衛門） 103頁 1893（明治
26）年 B 
２ 『甲斐小史談』 山田弘道･土岐秀苗 同上 26丁 1893（明治 26）年 A 
    ＊第１地志 第 2日本武尊 第 3上代 第 4武田氏 第 5織田氏 第 6豊
臣氏 第 7德川氏 第 8明治維新  
３ 『甲斐国史談』 中川亨 同上 19丁 1893（明治 26）年 A 
４ 『甲斐史談』 杉山正毅 同左 1894（明治 27）年 A （東書） 
５ 『甲斐史談』小学校用 上･下 久保田政弘 同上 上（50頁）下（49頁） 1894 
（明治 27）年  A 
















６ 『小学校用甲斐国史』 岡村増太郎 甲斐･文泉堂 1895（明治 28）年 A  
（東書） 
７ 『甲斐国史談』 乙黒直方 同上 16丁 1899（明治 32）年 A 







１ 『信濃史談』 神戸弥作 上原書房 27丁 1892（明治 25）年 A 
２ 『信濃歴史談』  大田鶴雄 松本･水琴堂 35丁＋附図＋城主年譜 7丁 1894
（明治 27）年 B  
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３ 『小学信濃歴史談』 同上 同上 19丁 1894（明治 27）年 A  
４ 『諏訪郡誌』 諏訪･下村峰太郎 東京･上原書店 1901（明治 34）年 B 
５ 『信濃歴史談』第 2編 杉本毛竿他 松本三保堂 44頁 1902（明治 35）年  A 
６ 『松本平郷土誌』児童用 吉田精吉 東京･高美書店 34頁＋統計 3頁 1902（明
治 35）年 A 
７ 『郷土地理及史談』 更級郡校長会編 70頁（以下欠）1904（明治 37）年 A  
８ 『郷土誌』 同上 汲古館 47頁+附図+統計 1905（明治 38）年 A 
 
＜新潟県＞ 
１ 『小学新潟県歴史』 岡田有邦 新潟･桜井書店 1893（明治 26）年 A  
（東書） 
２ 『新潟県史談』 渡辺政太郎 新潟･万松堂 1896（明治 29）年 A （東書） 
３ 『越佐史談』 和田悌四郎 猶興社 34丁 1897（明治 30）年  A 
４ 『越佐歴史談』 和田悌四郎 樋口書店 20丁 1897（明治 30）年 A 
５  『越佐史談』 教師用 新潟県教育会編 松田周平 92頁 1898（明治 31）年 B 
６ 『新潟県史談』生徒用 同上 1900（明治 33）年 A （東書） 
７ 『新潟県誌』 新潟県教育会編 樋口書店 29丁 1903（明治 36）年 A 










８ 『佐渡地理史談』 佐渡教育会編 目黒十郎 213頁 1904（明治 37）年 B 
９ 『高田富史』 宮川頼徳 同左 75頁 1906（明治 39）年 B 
10 『長岡市論』 赤松孝四郎 覚張書店 56頁 1908（明治 41）年 B 
 
５ 愛知県の郷土史教科書の内容構成  
 
（１）愛知県の郷土史談･県誌･地理歴史教科書 















































『愛知県史談』 県 生徒用 





第 1章 総論 
第 2章 尾張国号の起源 
第 3章 尾張国地勢境域の変遷 
第 4章 日本武尊＝熱田神宮 
第 5章 尾張国造の祖及尾張氏 
第 6章 小野道風＝大江匡範 
第 7章 源義朝＝藤原師長 
第 8書 源頼朝 
第 9章 加藤春慶＝加藤民吉   
    ＝梶常吉 
第 10章 斯波氏 
第 11章 織田信長  
第 12章 織田氏の諸将 
































第 1章 郡名の起源 
第 2章 地勢境域の変遷 
第 3章 小豊命 
第 4章 日本武尊と熱田神宮 
第 5章 熱田神宮の神祭 
第 6章 鳴海神社及祭礼 
第 7章 建稲種命 
第 8章 笠寺 
第 9章 藤原師長の遷流 
第 10章 源頼朝 
第 11章 祐福寺 
第 12章 鎌倉街道 
第 13章 桶狭間の戦 
第 14章 織田信孝 
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第 14章 豊臣氏 
第 15章 豊臣氏の諸将 
第 16章 山田長政 
第 17章 名古屋城=德川氏 
第 18章 犬山城＝成瀬氏 
第 19章 細井平洲 
第 20章 田宮如雲 
第 21章 三河国号の起源 
第 22章 三河国地勢境域の変遷 
第 23章 三河国造の始 
第 24章 猿投神社 
第 25章 三河木綿 
第 26章 足助重範 
第 27章 矢作川の戦 
第 28章 細川頼之 
第 29章 吉良一色今川の 3氏 
第 30章 山本晴幸 
第 31章 徳川氏 
第 32章 大樹寺 
第 33章 徳川氏の諸将 
第 34章 石川丈山 
第 35章 徳川時代の三河 
第 36章 渡邊崋山 
第 37章 松本奎堂 
第 38章 本県の政治上の沿革 
































将来の名古屋と市民   
      （56頁）                
第 15章 信孝の乳母 
第 16章 柴田勝家 
第 17章 長湫の役 
第 18章 池田信輝 
第 19章 豊臣秀吉 
第 20章 前田利家 
第 21章 加藤清正 
第 22章 木下勝俊 
第 23章 鳴海絞 
第 24章 熱田の魚市 
第 25章 石川安貞 

















『愛知県誌』 県 生徒用 




（明治 36年） 旅行体 
第 1 名古屋市中の見物  
第 2 まづ愛知郡に遠足せよ  
第 3 陶器の産地 
第 4 尾張平野の如何に広きよ      
第 5 知多半島      
第 6 尾張の全体を語れ  
第 7 渥美の半島を巡らん 
第 8 宝飯の小平野   
第 9 三河の山深き地方に入らん        
第 10 矢作川の恵     
第 11 三河全体を手短かに語れ         
第 12 愛知県全体のありさまを見
よ    
   （62頁） 
第 1章 総論    
第 2章 太田島村  
第 3章 佐千原村  
第 4章 浅井村   
第５章 飛保村   
第６章 村久野村  
第 7章 草井村   
第 8章 子鹿村   
第 9章 宮田村   
第 10章 瑞穂村  
第 11章 光明寺  
第 12章 北方村  
第 13章 里小牧村 
第 14章 玉の井村 
第 15章 黒田町  
葉栗郡縮図 
葉栗郡統計表    
同農産物統計表１   
各町村機業養蚕統計表 2 
同戦病死者及帯勲者表 3 
   （11丁＋5丁） 
第 1 発端      
第 2 熱田町     



























第 1 発端     
第 2 尾張ノ部   
第 3 尾張ノ南部  
第５ 三河ノ南部  
第６ 三河ノ北部  
総論        
   （26頁） 






















































北設楽郡を除く 3 郡で郷土地誌教科書が発行されており、4 郡でも郷土史教科書が刊
行された可能性は高い。 
表 7の『西加茂郡史談』について付言しておく。目次は第 1章～第 40章まであるが、
本文は「第 32章高木景福身を敬む」が抜け落ちており、第 33章～第 39章であった。















第 3章 藤原眞人と菅公の像 
第 4章 大橋三河守定高の 
勤王 
第 5章 良王君と奴野城 
第 6章 大橋修理太夫定元が 
忠勤 
第 7 章 堀田正泰及堀田正重
の忠勤 
第 8書 祖父江家 
第 9章 前田利家 
第 10章 蜂須賀正勝と同家 
 政 
第 11章 福島正則  







第 15章 蟹江合戦 
第 16章 鈴木重安の義死及 
鈴木重治の戦功 
第 1章 郡名の起源 
第 2章 地勢境域及風土 
第 3章 内藤学文の礼敬 
第 4章 渡邊守綱の武勇 
第 5章 内藤政苗及挙母城 
第 6章 水野十蔵の孝行 
第 7章 中條秀正の謙遜 
第 8章 内藤政共子爵の勤学 
第 9章 佃十成の武勇 
第 10章 内藤政成士を愛す 
第 11章 中西維寧の勉学 
第 12章 挙母神社及匂桜 
第 13章 川西函洲の友愛 
第 14章 内藤学文の倹素 
第 15章 同人侍女を叱す 




第 18章 中西維寧友人を戒む 
第 19章 鈴木正三の箴言 























 風俗   （10丁） 
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第 17章 紀広長 
第 18章 山田長政 




第 20章 鬼頭忠義 
第 21章 源氏島と弓掛松 
第 22章 井沢維章 
第 23章 大橋秋二 
第 24章 津田正生 
第 25章 藤原時綱 
第 26章 八屋孝女 
第 27章 梶常吉と七宝焼 
第 28章 海東郡の将来 
   （24丁） 
                                                                                                                                                                                                      




第 24章 安藤貴道の射芸 
第 25章 内藤政優初幟を造る 
第 26章 渡邊守綱甲を賜ふ 
第 27章 森皜国事を憂ふ 
第 28章 川西庸謹の機知 
第 29章 長坂十郎其子をして兵
役に就かしむ 
第 30章 田中塩土の遺戒 
第 31章 寡婦松下啓子の貞操 
第 32章 高木景福身を敬む 
第 33章 篠沢善右衛門の謡曲 










第 38章 余語正勝其主を吊ふ 
第 39章 挙母町の馬市及茶碗市 











  生徒用（明治 37年） 
地理総説   １丁 







歴史総説   9丁 

















第 1章 発端 
第 2章 方角、地理名称、及
び年代 
第 3章 位置、地勢、沿革 




















第 7章 東北部 
 久痲久村･川崎村･中島村･
室場村･花明村 
第 8章 東南部 
 厨村･豊国村･幡豆村 





























































































19 柳田国男「郷土研究と郷土教育」『国史と民俗学』六人社 1944年。講演は 1932（昭和 7）年。 
